
大
阪
府
本
部
は
、
５
月
11
日

（
月
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
関
連
す
る
要
請
を

11
時
か
ら
大
阪
労
働
局
、
13

時
か
ら
大
阪
府
へ
行
い
ま
し

た
。
要
請
の
参
加
者
は
、
前

村
執
行
委
員
長
、
山
本
副
委

員
長
、
荻
田
書
記
長
、
大
阪

合
同
支
部
・
松
澤
書
記
長
。

大
阪
労
働
局
へ
の
要
請
内

容
は
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
、
企
業
の
自
主
判
断

に
よ
っ
て
休
業
し
た
場
合
、

現
行
の
労
働
基
準
法
26
条
の

内
容
で
は
自
然
災
害
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
）

な
ど
使
用
者
に
責
が
無
い
場

合
は
、
賃
金
補
償
し
な
く
て

も
良
い
。
と
い
う
法
律
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
自
然
災
害

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

含
む
様
々
な
疫
病
）
で
あ
っ

て
も
使
用
者
が
賃
金
補
償
す

る
こ
と
。
く
わ
え
て
、
現
行

の
休
業
補
償
、
約
６
割
を
８

割
支
給
に
法
律
を
変
更
す
る

よ
う
国
に
要
請
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
日
々
雇
用
労
働
者
は
２
ヶ

月
で
26
就
労
以
上
し
な
い
と

失
業
手
当
の
受
給
資
格
及
び

社
会
保
険
の
資
格
喪
失
と

な
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る
ま

で
の
間
は
、
特
例
と
し
て

緩
和
す
る
こ
と
。

③
国
及
び
大
阪
府
が
自

粛
要
請
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

補
償
も
セ
ッ
ト
で
行
う
こ

と
。
３
項
目
で
要
請
し
ま

し
た
。
大
阪
労
働
局
の
回

答
は
①
、
②
、
③
い
ず
れ
の

回
答
も
「
地
方
局
に
は
決
定

権
が
な
い
の
で
要
請
内
容
は

厚
生
労
働
省
に
伝
え
ま
す
。
」

と
い
う
回
答
で
し
た
。
府
本

部
・
荻
田
書
記
長
と
大
阪
合

同
支
部
・
松
澤
書
記
長
か
ら

は
、
「
要
請
内
容
を
伝
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
方
局
と

し
て
も
意
見
を
添
え
て
上
申

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

日
々
雇
用
労
働
者
の
対
策
が

国
会
で
全
く
議
論
さ
れ
て
い

な
い
。
一
番
立
場
の
弱
い
労

働
者
の
事
も
考
え
、
書
面
で

回
答
い
た
だ
き
た
い
」
と
伝

え
、
約
30
分
の
意
見
交
換
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

13
時
か
ら
大
阪
府
へ
要
請
に

行
き
、
要
請
内
容
は
、

①
「
カ
ジ
ノ
誘
致
」
「
大
阪

都
構
想
」
を
断
念
さ
れ
、
今

後
の
カ
ジ
ノ
建
設
予
算
費
、

大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
費

用
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
最
前
線
で
た
た
か
う
医
療

従
事
者
を
は
じ
め
、
介
護
施

設
で
働
く
従
事
者
の
増
員
・

医
療
用
防
護
服
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
な
ど
必
要
な
財
源
に

あ
て
る
こ
と
。

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

あ
っ
て
も
傷
病
手
当
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
、
大
阪
府
内
の

各
市
へ
要
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

日
本
経
済
・
大
阪
経
済
が
危

機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
る
な

か
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

一
番
の
近
道
は
消
費
税
を
廃

止
す
る
こ
と
。
以
上
の
３
項

目
で
要
請
し
ま
し
た
。
対
応

さ
れ
た
大
阪
府
健
康
医
療
部
・

保
健
医
療
室
保
健
医
療
企
画

課
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
川
村

主
査
は
「
①
に
つ
い
て
個
人

と
し
て
の
見
解
で
す
が
、
今

も
っ
と
も
優
先
す
る
の
は
１

日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
収
束
さ
せ
る
取
り

組
み
が
重
要
で
す
。
要
請
内

容
は
し
っ
か
り
と
伝
え
ま
す
。
」

と
回
答
さ
れ
②
、
③
に
つ
い

て
は
「
大
阪
府
に
権
限
が
な

い
の
で
む
ず
か
し
い
内
容
で

は
あ
り
ま
す
が
、
個
人
的
に

は
理
解
で
き
る
内
容
で
す
。

こ
の
件
に
つ
い
て
も
伝
え
ま

す
。
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
局
へ
の
要
請
だ
け
で
は

解
決
出
来
な
い
問
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
組
合
員
の
生
活

を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
組

合
員
の
要
望
に
応
え
大
阪
府
・

大
阪
労
働
局
へ
の
要
請
と
国

会
議
員
へ
の
要
請
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

建
交
労
大
阪
府
本
部
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

大
阪
労
働
局
・
大
阪
府
へ
の
要
請
行
動

大
西
物
流
株
式
会
社
・
関

西
支
社
で
働
く
坂
本
さ
ん
は
、

上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
配
車
差

別
が
あ
る
こ
と
に
悩
み
を
抱

え
職
場
環
境
を
変
え
た
い
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

建
交
労
大
阪
府
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
相
談
し
、

労
働
組
合
へ
の
加
入
を
決
意

し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
３

月
９
日
（
月
）
建
交
労
関
西

ダ
ン
プ
支
部
・
大
西
物
流
分

会
と
し
て
、
大
西
物
流
株
式

会
社
へ
結
成
通
知
書
「
労
使

関
係
に
関
す
る
要
求
と
職
場

改
善
に
関
す
る
要
求
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
第
１
回
目

の
団
体
交
渉
が
３
月
27

日

（
金
）
エ
ル
大
阪
で
行
わ
れ

た
時
に
は
、
上
司
か
ら
の
パ

ワ
ハ
ラ
・
配
車
差
別
な
ど
も

是
正
さ
れ
て
い
た
の
で
、
す

べ
て
の
要
求
に
関
す
る
内
容

で
会
社
と
揉
め
る
よ
う
な
団

体
交
渉
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
は
坂

本
組
合
員
が
団
体

交
渉
の
協
議
の
最

後
に
、
「
上
司
か

ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
で

心
療
内
科
に
通
院
し
睡

眠
薬
を
夜
寝
る
前
に
服

用
（
３
月
25
日
ま
で
）

し
て
い
る
。
」
と
言
っ

た
事
を
捉
え
、
安
全
配

慮
義
務
が
会
社
に
あ
る

の
で
、
心
療
内
科
に
通

院
し
て
い
た
個
人
情
報

を
会
社
に
提
供
す
る
同

意
書
に
サ
イ
ン
す
る
ま

で
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗

務
さ
せ
な
い
と
４
月
20

日
に
言
っ
て
き
た
の
で
す
。

会
社
が
安
全
配
慮
義
務
を
負
っ

て
い
る
の
は
当
然
で
あ
り
ま

す
が
、
４
月
10
日
に
坂
本
組

合
員
は
担
当
医
か
ら
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
務
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
い
う
診
断
を

会
社
に
提
出
し
て
い
る
の
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職

種
変
更
で
賃
金
を
４
割
も
カ
ッ

ト
し
、
兵
糧
攻
め
で
自
己
退

職
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら

関
西
ダ
ン
プ
支
部
は
、
５
月

15
日
（
金
）
早
朝
３
時
に
大

阪
を
出
発
し
、

大
西
物
流
愛

媛
県
本
社
前

で
午
前
８
時

か
ら
組
織
拡

大
宣
伝
と
組

合
員
排
除
を

目
的
と
し
た

坂
本
組
合
員

の
職
種
変
更

撤
回
を
求
め

る
抗
議
宣
伝

を
行
い
ま
し

た
。
大
阪
か

ら
関
西
ダ
ン

プ
支
部
・
前

村
執
行
委
員

長
、
荻
田
副

委
員
長
、
坂

本
組
合
員
、

大
阪
府
本
部
か
ら
山
本
副
委

員
長
が
参
加
、
愛
媛
県
本
部

か
ら
大
西
書
記
長
が
宣
伝
行

動
の
支
援
に
駆
け
つ
け
て
く

れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
本
社
・

大
西
物
流
従
業
員
ら
の
宣
伝

ビ
ラ
の
受
け
取
り
反
応
は
良

く
、
出
社
し
た
半
数
以
上
が

ビ
ラ
内
容
を
立
ち
止
ま
っ
て

読
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
西
物
流
・
大
西
社
長
も
ビ

ラ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

大
西
物
流
は
愛
媛
県
本
社
・

大
阪
の
関
西
支
社
、
埼
玉
県
、

東
京
・
仙
台
市
に
事
務
所
を

持
ち
、
従
業
員
３
６
５
名
が

い
ま
す
。
関
西
ダ
ン
プ
支
部

は
、
愛
媛
県
本
部
と
連
携
し

組
織
拡
大
を
め
ざ
し
、
今
後

も
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

大
西
物
流
株
式
会
社
へ

抗
議
宣
伝
行
動




